
園
の
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ

ス
テ
ム
の
動
向
も
見
据
え
な

が
ら
、
一
日
も
早
い
抜
本
的

な
解
決
、
対
応
を
す
る
よ
う

再
度
要
請
。

自
主
防
災
組
織
の
設
立

　

今
年
度
限
り
と
な
る
県
の

補
助
金
４
０
０
万
円
で
の
取

組
み
は
難
し
い
状
況
。（
30
町

内
会
の
６
割
、
18
町
内
会
の

設
立
が
条
件
）

　

現
在
９
町
内
か
ら
結
成
届

け
が
出
て
い
る
が
、
積
極
的

料
が
24
年
度
か
ら
、
ト
ン

当
た
り
９
５
０
０
円
か
ら

１
万
２
２
０
０
円
に
値
上
げ

と
な
る
。

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
よ
う
要

請
。

　

町
長
を
筆
頭
に
担
当
課
の

職
員
が
、
町
内
会
に
足
を
運

び
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性

や
意
義
を
話
し
理
解
を
求
め

る
な
ど
の
取
組
み
を
行
っ
て

い
る
と
の
回
答
。

保
育
園
の
民
営
化

　

中
の
坪
公
園（
中
央
小
横
）

に
移
築
す
る
志
免
保
育
園
の

中
央
小
学
校
へ
の
説
明
を
終

え
、
移
管
先
の
勢
門
福
祉
会
、

　

ご
み
の
量
は
減
っ
て
い
る

の
に
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
つ
い
て
、
県
が
行
っ
た

新
規
搬
入
の
取
組
や
、
灰
処

理
費
用
の
減
も
あ
る
が
、
Ｒ

Ｄ
Ｆ
事
業
は
県
の
指
導
で

行
っ
た
の
に
、
市
町
村
の
負

担
が
増
え
る
ば
か
り
だ
。

　

県
の
交
渉
へ
の
不
満
が
出

た
。上

水
道
事
業

　

桜
丘
低
区
配
水
池
更
新
工

事
は
入
札
に
よ
り
、
松
尾
・

岩
崎
特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体
が
、
２
億
２
９
６
０
万

円
で
落
札
。
工
期
は
平
成
25

年
３
月
ま
で
。
生
活
道
路
で

の
工
事
車
両
の
運
行
に
つ
い

て
安
全
対
策
に
万
全
を
尽
す

よ
う
要
請
し
た
。

保
育
園
の

待
機
児
童
問
題

　

保
育
園
の
待
機
児
童
は
２

月
１
日
現
在
57
人
そ
の
内
ゼ

ロ
歳
児
は
36
人
で
、
依
然
と

し
て
待
機
児
童
が
解
消
さ
れ

な
い
状
況
で
あ
る
。

　

保
育
マ
マ
制
度
や
保
育
が

必
要
な
時
間
帯
だ
け
に
子
ど

も
を
預
る
特
定
保
育（
現
在
南

保
育
園
の
み
実
施
）の
検
討
を

行
っ
て
い
る
が
、
結
論
は
出

て
い
な
い
。

　

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
、

ご
み
減
量
と

リ
サ
イ
ク
ル

　

Ｒ
Ｄ
Ｆ
ゴ
ミ
処
理
委
託

　

平
成
24
年
第
一
回
志
免
町
定
例
会
に
つ
い
て

協
議
。

　

会
期
は
３
月
２
日
か
ら
22
日
ま
で
の
21
日

間
。
一
般
質
問
は
８
名
で
２
日
間
と
す
る
。
請

願
１
件
、
意
見
書
２
件
。
３
月
21
日
に
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
及
び
介
護
保
険
料
引
き
上
げ
に

つ
い
て
、
全
員
協
議
会
を
開
き
学
習
会
を
行
う
。

　

１
月
16
日
、
２
月
27
日
に
長
崎
県
西
彼
杵
郡

正
副
議
長
会
、
石
川
県
内
灘
町
議
会
よ
り
視
察

を
受
け
、
議
会
基
本
条
例
の
制
定
へ
の
経
緯
な

ど
意
見
の
交
換
を
行
っ
た
。

議会運営委員会

福岡都市圏広域行政
調査特別委員会

　当委員会では、自然活用型の施設整備及び環境
問題・新エネルギー活用型の提案を３町プロジェ
クトチームに提案。須恵・粕屋両町より遊歩道・
運動公園他、子どもが自由に遊べる環境等の提案
があった。３町プロジェクトチームにおいては、
合意している基本方針に沿って具体的計画となる
よう継続して調査研究を進める。

　宇美・須恵・志免３町の合同会議を１月25日
に行い、宇美町５件、須恵町３件、志免町11件、
各町の課題をそれぞれ提案した。
　３町間あるいは２町間の問題点を明らかにし、
改めて議題として取り上げることを確認した。
　志免町の主な提案
・福岡市との連携で特養ホームの建設
・ウォーキングマップの検証
・防災の協力・連携・被災者支援システム
・福祉バスの乗り入れ
・養護学校の建設
・空港にかかわる問題
など、具体的にはこれから行っていく。

志免炭鉱ぼた山対策
特別委員会

志
免
保
育
園
、
保
護
者
代
表
、

子
育
て
課
の
４
者
協
議
で
設

計
案
が
ほ
ぼ
固
ま
り
、
保
育

園
用
地
の
造
成
工
事
を
行
っ

て
い
る
。

　

児
童
や
歩
行
者
へ
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
は
、
児
童
が

登
校
を
終
え
て
か
ら
工
事
を

始
め
る
。

　

交
通
の
誘
導
員
を
配
置
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
本
格
的

工
事
が
始
ま
り
、
一
貫
し
て

事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、

安
全
対
策
に
万
全
を
期
す
よ

う
要
請
。

▲民営化用地の造成

▲クリーンパーク若杉

調
査
研
究
を
再
度
要
請

「
ご
み
処
理
委
託
料
値
上
げ
」

下
水
道
事
業

　

水
洗
化
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
現
状
把
握
を
行
い
、
24

年
度
の
雇
用
促
進
事
業
を
活

用
し
、
水
洗
化
未
実
施
世
帯

へ
の
啓
発
を
行
う
。

障
害
者
の
法
改
正

　

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
相
互
に
個
性
の
差
異
と

多
様
性
を
尊
重
し
、
人
格
を

認
め
合
う
共
生
社
会
の
実
現

を
目
指
す
も
の
だ
が
、
厚
生

労
働
省
案
に
批
判
が
あ
る
。

市
町
村
に
権
限
移
譲
さ
れ
る

障
害
児
相
談
支
援
等
の
取
組

を
着
実
に
進
め
る
よ
う
提
言
。

介
護
保
険
法
改
正

　

法
改
正
に
よ
り
福
祉
課
と

や
す
ら
ぎ
の
里
に
あ
っ
た
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
包

括
さ
れ
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
な
り
平
成
24
年
４

月
よ
り
町
に
設
置
さ
れ
る
。

住
民
に
身
近
な
役
場
に
設
置

さ
れ
る
こ
と
で
、
地
域
の
特

性
を
十
分
に
生
か
せ
る
機
能

と
な
る
よ
う
要
請
。

介
護
保
険
料
の
改
定

　

広
域
連
合
構
成
33
市
町

村
の
中
で
志
免
町
は
Ｃ
グ

ル
ー
プ
で
、
３
８
６
２
円
が

４
３
８
９
円
と
な
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
料
改
定

　

７
万
４
３
２
４
円
を

７
万
９
２
７
１
円
に
改
正
。

要
因
は
、
給
付
費
の
伸
び
や
、

後
期
高
齢
者
負
担
率
の
上
昇

等
。
生
き
が
い
づ
く
り
対
策

を
全
課
連
携
し
て
取
組
む
よ

う
提
言
。

厚生建設常任委員会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

太字は委員会の
要望、要請

委
員
会
報
告 （
調
査
・
研
究
）

町
の
重
要
な
課
題
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